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適合確認見解書事業について
食品接触材料安全センター事務局

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
食品接触材料安全センターは、適合確認見解書の事業を開始することとしましたのでご説明いたします
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見解書事業

• 食品接触材料安全センターの定める規程の範囲外で食品衛生法
のポジティブリスト制度に適合していることを個別に説明するための
手段として「見解書」を運用する。

• 食品接触材料安全センターの定める確認証明書（ポリ衛協型）及び
確認証明書（塩食協型）の交付規程に当てはまらない案件に対して、
国の定めるポジティブリスト制度に適合していることを食品接触材
料安全センターが確認できる場合を対象とする。

• ポジティブリスト制度に適合していることとは、厚生労働省告示第
196号（令和2年4月28日） で示されている2025年5月31日までの経
過措置対象であることを含む。

今後制定される予定の適合確認書の規程に当てはまらない場合も含む
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
食品接触材料安全センターは、ポリオレフィン等衛生協議会、及び塩ビ食品衛生協議会から承継した確認証明書を発行しています。
一方、これらの確認証明書の交付規定の範囲外ではありますが、食品衛生法のポジティブリスト制度に適合している案件に対して個別に説明するための手段として、見解書を運用することとしました。
食品接触材料安全センターでは、最終的に国ポジティブリスト制度に対応した仕組みづくりを検討していますが、準備が整うまでの間、衛生協議会から承継した範囲外の部分に対しましても支援をして欲しいとのご要望もありましたので、対応を検討してまいりました。
この度、食品接触材料安全センターで、国の定めたポジティブリストに適合しているということが確認できる場合を対象として、見解書を発行することとしました。 
なお、ポジティブリスト制度適合という中には、経過措置対象というものも含めて取り扱いをしていくこととしました。
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見解書の例

• 使用者が当該品の組成情報を供給者から開示されている場合

① 申請品の組成が、交付規程類が参照する基準に適合している場合

（確認証明書を持っていない場合など）

② 申請品の組成が、交付規程類が参照する基準には適合していない
が、国のポジティブリストに適合している場合

③ 上記1,2には該当しないが、国の公表する既存物質リスト案又は告
示案には適合している場合

④ 上記1,2,3には該当しないが、最終組成が「令和2年5月1日 生食発
0501第６号（審議官通知）」における「同様のもの」と判断できる場合

• 使用者が当該品の組成情報を供給者から開示されていなくても、
上記のポジティブリストへの適合性等が判断できる情報が食品
接触材料安全センターに開示される場合

原材料が食品接触材料安全センターの見解書を持っている場合を含む
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
どのような場合に見解書を出していくかという事例をご紹介します。 
使用者の方が組成情報を供給者から開示されており、現行確認証明書（衛生協議会承継型）の基準に適合していることが確認できるけれども、何らかの理由で、確認証明書を持ってない場合。 
あるいは、確認証明書の基準には適合していないけれども、国のポジティブリスト制度に適合している場合。
また、今現在告示されているポジティブリストには無いけれども、国の公表する既存物質リスト案又は告示案には適合している場合。
など、国の制度に適合していると言う事が確認できる場合は、確認証明書等のシステムの枠外にはなりますが、見解書という形で文章を発行させて頂くということにしております。 
さらに、使用者が組成情報を供給者から開示されてない場合であっても、食品接触材料安全センターへ確認できる情報が別途開示される場合も対象にしていきます。
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前提となる合意事項

① 提供された情報は、食品接触材料安全センターが提示する秘密
保持誓約書に定義する秘密情報として取り扱うこと。

② 見解書は提供された情報に基づき作成するものであり、提供され
た情報に瑕疵があった場合はその内容に責任を負わないこと。

③ 見解書は発行された時点での情報（法令等を含む）に基づいて
記されたものであり、発行後の法令改正等により生ずる齟齬には
責任を負わないこと。

④ 食品、添加物等の規格基準（昭和34年厚生省告示第370号）で

定められた器具若しくは容器包装又はこれらの原材料の材質別
規格が適用される場合は、その試験結果を提出すること。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
見解書を発行するにあたり、食品接触材料安全センターと申請者で以下の合意を前提とします。
見解書に限らずですが、、提供された情報は、食品接触材料安全センターが提示している秘密保持誓約書に定義する秘密情報として取り扱います。 
提供された情報に間違いがあった場合は、見解書の内容には責任を負いません。
法令等が改定された場合には、それに対しての責任は負えません。
また、最終的な担保として、材質試験等が適用される場合には、その試験結果も提示いただくこととしています。
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見解書の有効期間及び切替

• 見解書の有効期間は法令改正や提供された情報に変更がない限り、発行
後１年とする

• 判断に用いた情報がそのまま有効であると認められ、かつ申請者から期間
延長の要請がある場合に、同内容で再発行することができる

• 改定に伴い交付規程類で対応できるようになった案件については、確認証
明書並びに適合確認書へ切り替える

見解書は交付規程のいずれにも当てはまらない案件に対して認証明書を
補完するものとの位置づけ

国のポジティブリスト制度の運用が検討されており確定していない状況で
は、一定期間での見直しは必要

確認証明書は有効性を登録一覧で管理しているが、見解書は個別に対応
するものであり、同様な発行後の管理ができない
そのため、有効期間を発行後１年とし、必要であれば再発行とする

交付規程類が改定（制定）され、対応できるようになったものについては、
確認証明書（適合確認書）へ切り替えることを前提としている
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
見解書には、有効期間を設けさせて頂きました。発効後一年としています。ただし、判断に用いた情報がそのまま有効であり、申請者より要請があった場合は、同じ内容で再発行することができるようにしています。また、確認証明書等の規定が改定された場合や、新たな仕組みが構築されて対応できるようになった案件については、基本的にこの確認証明書、または新たにできるその適合確認書へ切り替えるということを前提にとしています。 
一年の有効期間ということに対しては、見解書は基本的には確認証明書等を補完するものとの位置づけであるということ、法の運用もいろいろな見直しが想定されていることから、法制度が落ち着くまでは、一定期間での見直しは必要と考えております。
また、確認証明書は有効性を、登録一覧という形で管理をしておりますが、見解書の場合は、個別に対応するものであって、一元的な管理というのができないこともあり、有効期間を設定して、必要であれば再発行できるとしています。 
また、最初に申し上げたように、確認証明書等を補完するものの位置づけというところもありまして、対応できるようになった場合は、確認証明書等へ切り替えていくということを前提にしております。
見解書として、出しっぱなしという扱いにならないように制限を設けさせていただいていること、ご理解をお願いいたします。 
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手数料

• 会員の方は会員ページをご参照ください。

• 会員外の方は、申請ご相談の際にお問い合わせください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
手数料につきましては、通常のルーチンの確認証明書と違って、個別の対応という形で工数がかかりますので、それに応じた料金体系としております。
会員の方は会員ページをご参照ください。
なお、見解書は、会員外の方へもサービスを提供いたします。会員外の場合の手数料は別途定めておりますので、申請ご相談の時にお問い合わせください。
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申請の受付、発行

• 窓口

食品接触材料安全センター 企画調整室

• 申請を受理する前に内容のヒアリングを行う。

• 対応可能と判断された場合、見積価格を申請者に提示する。

• 見解書の作成

作成者、査読者 → 全室長合意 → 食品接触材料安全センター長決済

作成者名、食品接触材料安全センター長名で発行

※ 様式集は別途 提示
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
申請に関しては、食品接触材料安全センター企画調整室が窓口となってお受けします。
申請を受理する前に内容のヒアリングをさせていただき、発行できる対象かどうか判断させていただいたのちに、見積価格をご提示させていただきます。その上で最終的に申請をしていただくか決めていただければと思います。 
見解書は、作成者、査読者に加えて、食品接触材料安全センター事業所の全室長が内容を確認した上で、センター長の決済のもと発行いたします。
見解書の相談申込の様式をご参照ください。
以上、食品接触材料安全センターの適合確認見解書の事業についてご説明いたしました。
ご興味のある方は、事務局までお問い合わせください。
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